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令
和
二
年
七
月
二
十
九
日
、
敬
老
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

に
マ
ス
ク
を
女
性
委
員
に
よ
り
作
成
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。 

 

 

な
か
な
か
収
束
し
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
予
防
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
会
員
の
皆
さ
ん

で
「
あ
あ
で
も
な
い
・
こ
う
で
も
な
い
」
と
布
を
裁
断
す

る
人
、
ミ
シ
ン
掛
け
を
す
る
人
、
と
役
割
分
担
し
製
作
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
歳
と
共
に
ミ
シ
ン
を
使
う
こ
と
が

無
く
な
り
ス
テ
ッ
チ
が
上
手
く
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

既
製
品
の
様
に
は
仕
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
皆
さ
ん
の

協
力
で
仕
上
が
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
員
さ
ん
と
の

出
会
い
で
会
話
も
弾
み
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
事
が
出

来
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
三
密
を
避
け
非
常
事

態
宣
言
の
適
用
に
よ
り
生
活
が
一
変
し
ま
し
た
。
先
輩
の

方
々
は
戦
争
中
に
衣
食
住
に
大
変
困
窮
さ
れ
た
事
を
思
い

出
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
社
会
的
経
済
が
た
ち
い
か
な

く
な
る
ほ
ど
の
不
安
な
世
の
中
を
二
度
体
験
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

 

感
染
者
が
減
少
し
、
七
月
に
移
動
の
自
粛
が
緩
和
さ
れ

少
し
落
ち
着
い
て
き
た
か
と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
、
第
二

派
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
私
達
を
脅
か
し
て
い
ま

す
。
外
出
自
粛
が
続
く
中
、
自
宅
で
（
家
の
中
）
出
来
る

事
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ラ
ジ
オ
体
操
等
、 

今 

で
き
る
事
に
専
念
し
心
身
共
に
健
康
的
な
生
活
を
心

が
け
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
脱
し
ま
し
ょ
う
。 

 

会
員
の
手
作
り
マ
ス
ク
で
予
防
し
、
一
日
一
日
を
笑
顔

で
楽
し
く
生
活
し
て
下
さ
い
。 
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老
の
日 

プ
レ
ゼ
ン
ト
） 

 

 

   若 生 会 だ よ り 
 

 

           №100 号 
 

         令和 2 年 8 月 1 日 

 
 

       海蔵地区連合若生会 

 今年の梅雨の長い事、雨が多くうっとおし

い毎日が続きます。 コロナ過も収まるどこ

ろか第 2 派到来の如く増長しています。 

 会員の皆さんこれから夏本番を迎えます、

体調管理に気を付けてコロナ・熱中症予防に

万全を期して下さい。 

 本年度も早や 4 か月経ちましたが、コロナ

過で年始に計画した行事が中止となりまし

た。コロナ過が解消したら、ニュースポーツ

大会を計画します。心身の健康こそ活動の源

です、体調管理を十分にし コロナ・炎暑を

乗り切りましょう。        会 長 

  

 

 

。         会 長 
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   1. 令和 2年度事業計画 （付四老連関係）   

 
 

 

 

実施時期 実施項目    実施場所 実施時期 実施項目 実施場所 

３・4月 桜まつり奉仕 海蔵川堤防 5月～3月 施設訪問奉仕 ＹＭＣＡ 

5月 役員研修会 市民センター 5月 定期総会 市民センター 

5月上旬 世代間交流行事 海蔵小学校       4月～3月 役員会  市民センター 

6月 ＧＧ競技会 海蔵川河川敷       

3月 
施設訪問 反省

会 
市民センター 

7月 女性部奉仕業 
海蔵幼稚園園

庭 

8月 教養講座       市民センター 年 2 回発行  編集委員会 市民センター 

9月 友愛訪問 地区内   

9月 社会奉仕の日 地区内 四老連関係   

10月 ＧＧ競技会 海蔵川河川敷 5月 通常総会 勤労会館 

10月 教養講座  市民センター 7月 高齢者ＧＧ大会 四日市ドーム 

11月 世代間交流行事 山手中学校 7月 趣味の作品展 四日市文化会館 

12月 雑巾の拠出 地区内 10月 大運動会 中央緑地体育館 

2月 役員研修会 市民センター 11月 高齢者ＧＧ大会 四日市ドーム 

3月 世代間交流行事 海蔵小学校 令和 3年 1月 老人福祉大会 四日市文化会館 

        

2.令和２年度収支予算書        令和 2年度連合若生会役員名簿 

収入の部          

科目   予算額 摘  要    

繰越金 687,082 元年度より 役職名 氏名 備考 

会費 145,200 ＠６００×242 名 連合会長 豊田 好弘 野田  

市補助金 170,800 一般＋重点配分 副会長 高橋 和子 西阿第 1会長 

四老助成金 96,000 社会参加育成他 会計 堀内きぬ子 編集委員兼務 

地区助成金 80,000 海蔵まちづくり協議会 会計監査 佐久間照子 編集委員兼務 

市指導課助成

金 
10,000 市指導課 会計監査 山本 和子 東阿倉川 

雑収入 6 貯金利子 幹事 高橋 和子 西阿第 1会長 

合計 1,189,088    幹事 豊田 好弘 野田会長 

        幹事 大西とみ子 東阿倉川会長 

支出の部        幹事 渥美 節生 三ツ谷会長 

単ク運営費 120,800 6 クラブ（地区）分 幹事 山中 昭司 末永会長 

事業費 205,000 友愛訪問・ＧＧ大会 保体部長 小西 利克 西阿第 2会長 

会議費 50,000 定期総会他 編集委員  岡本ひさ子  野田 

運営費 813,288 慶弔費他 女性部長  久保村和子 西阿第 2 

合計 1,189,088            
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令
和
二
年
度
よ
り
東
阿
倉
川
第
一
若
生
会
と
第

二
若
生
会
が
合
併
し
東
阿
倉
川
若
生
会
と
な
り
ま

し
た
。 

  

令
和
二
年
六
月
二
十
日
東
阿
倉
川
若
生
会
は
、

海
蔵
神
社
の
草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
で
活
動

を
自
粛
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
声
を
掛
け
た
ら
皆

さ
ん
元
気
に
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

長
雨
が
過
ぎ
去
っ
た
蒸
し
暑
い
日
で
し
た
が
七
時

三
十
分
よ
り
開
始
し
、
雑
草
も
良
く
伸
び
根
が
張

っ
て
取
り
難
い
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
苦
労
し
て

取
っ
た
の
で
境
内
が
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。 

 

海
蔵
神
社
は
地
域
の
氏
神
様
と
し
て
あ
が
め
ら

れ
敬
わ
れ
て
来
ま
し
た
。 

私
達
若
生
会
も
神
社
を
守
る
町
民
と
し
て
、
毎
月

二
十
日
に
は
神
社
の
清
掃
（
主
に
草
取
り
）
を
し

て
奉
仕
作
業
に
精
を
出
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま 

す
。 

 
 

 

 
 

  
 
 

 
 

  

私
達
、
三
ツ
谷
若
生
会
で
は
、
地
区
内
の
防
犯
対

策
の
為 

自
治
会
と
共
同
で
空
地
の
有
効
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
空
地
に
見
回
り
を
す
る
よ
り
、

も
う
一
歩
も
二
歩
も
踏
み
込
ん
で
現
在
百
坪
余
り
の

空
地
を
地
主
（
県
外
在
住
）
よ
り
借
用
し
て
、
野
菜

や
果
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

 

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
三
年
を
超
え
、
素
人
集

団
も
地
区
外
の
農
家
の
方
の
指
導
も
あ
り
、
作
物
収

穫
量
が
増
え
て
来
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
天
候
に
悩
ま
さ
れ
て
散
々
で
し
た
が
、
今

年
は
日
射
し
に
も
雨
に
も
恵
ま
れ
成
果
が
期
待
出
来 

ま
す
、
西
瓜
が
大
豊
作
で
楽
し
み
で
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
為
、
何
か
と
心
も
沈
み

が
ち
で
す
が 

地
域
へ
の
貢
献
と
防
犯
の
為
、
も
ち
ろ

ん
自
分
の
為
で
も
あ
る
。 

 

メ
ン
バ
ー
は
六
名
で
雑
草
取
り
も
含
め
、
大
わ
ら

わ
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 

 
 

 

東
阿
倉
川
若
生
会 

海
蔵
神
社
清
掃 

 
三
ツ
谷
若
生
会
の
活
動 
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野
田
若
生
会
で
は
、
毎
月
1
回
第
3
金
曜
日
に 

 

午
前
は
野
田
み
ど
り
サ
ロ
ン
と
言
っ
て
「
カ
フ
ェ 

 

サ
ロ
ン
」
と
、
午
後
か
ら
は
お
達
者
ク
ラ
ブ
で
体 

 

操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
四
日
市 

市
社
協
か 

 

ら
の
依
頼
で
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
の
一
環
と 

 

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
我
々
若
生
会
か 

 

ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝
い
を
し
て
い 

 

ま
す
。 

 
 

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
為
、
三
月
か 

 

ら
六
月
ま
で
自
粛
し
て
い
ま
し
た
が
、
解
除
に
な 

 

り
七
月
は
再
開
致
し
ま
し
た
。
七
月
末
に
再
度 

 

「
第
二
派
コ
ロ
ナ
で
」
自
粛
す
る
よ
う
市
社
協
よ 

 

り
連
絡
が
あ
り
再
度
お
休
み
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

サ
ロ
ン
再
開
の
節
に
は
宜
し
く
ご
協
力
お
願
い
致 

 

し
ま
す
。
毎
回
平
均
50
名
前
後
の
参
加
者
が
あ
り 

 

ま
す
。
内
容
は
、
第
３
金
曜
日
、
朝
１０
時~

野
田 

 

公
会
所
に
於
い
て
賛
助
金
と
し
て
百
円
戴
き
コ
ヒ 

 

ー
と
パ
ン
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
提
供
さ
せ
て
頂
い
て 

 

い
ま
す
。 

 
 

午
後
１
時
か
ら
は
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
体
操
を 

 

行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
お
達
者
ス
ト
レ
ッ
チ
・ 

 

エ
ン
ジ
ョ
イ
四
日
市
を
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
行
っ 

 

て
い
ま
す
。
お
達
者
ク
ラ
ブ
は
20
名
前
後
の
参
加 

 

者
が
あ
り
ま
す
。
年
１
回
、
体
力
測
定
を
市
社
協 

 

の
担
当
職
員
さ
ん
に
来
て
頂
き
行
わ
れ
ま
す
、
ご 

 

都
合
付
き
ま
し
た
ら
ご
参
加
下
さ
い
。 

 
 

海
蔵
地
区
の
セ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
協
議
会
で
、
子 

 

供
達
と
一
緒
に
月
１
回
第
３
水
曜
日
に
朝
７
時
30 

 

分
頃
、
通
学
路
の
見
守
り
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

野
田
は
子
供
達
の
集
合
場
所
か
ら
し
ら
さ
ぎ
橋
ま 

 

で
同
行
し
ま
す
。
若
生
会
か
ら
は
５
名
程
参
加
し 

 

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

編
集
後
記 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
3
月
以
降
の

行
事
を
自
粛
す
よ
う
に
と
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

で
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
為
、
若
生
会
行
事
も
計

画
に
は
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
残
念
な

が
ら
出
来
ま
せ
ん
、
上
期
出
来
な
か
っ
た
行
事
は

今
後
の
様
子
を
見
な
が
ら
行
わ
れ
る
こ
と
と
期
待

し
て
い
ま
す
そ
の
際
に
は
沢
山
の
方
の
ご
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

段
々
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
は
増
え
て
い
る

の
で
す
が
会
員
数
が
減
り
、
四
老
の
規
定
で
は
一

ク
ラ
ブ
三
十
名
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
、
是
非 

会
員
数
増
加
の
強
化
に
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

尚
、
今
年
度
よ
り
み
ゆ
き
ケ
丘
若
生
会
も
独
立

さ
れ
、
海
蔵
若
生
会
か
ら
脱
会
さ
れ
ま
し
た
、
こ

の
為
「
海
蔵
連
合
若
生
会
」
は
六
ク
ラ
ブ
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
迄
ど
お
り
の
行
事
を
続
け
て
行
き

ま
す
の
で
宜
し
く
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

今
回
「
若
生
会
だ
よ
り
」
は
百
号
と
な
り
ま
し 

 

た
記
念
す
べ
き
号
で
す
が
今
回
は
コ
ロ
ナ
の
関
係 

 

上
、
行
事
は
各
地
区
で
行
わ
れ
た
記
事
を
記
載
さ 

 

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

暑
く
な
る
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
件
も
あ
る
中
、 

 

熱
中
症
が
心
配
で
す
、
水
分
・
塩
分
を
充
分
に
取 

 

っ
て
、
又 

手
洗
い
・
う
が
い
・
色
々
な
場
所
で 

 

は
、
三
密
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
参
加
し
、 

 

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

 

編
集
委
員 

 

豊
田
好
弘
・
高
橋
和
子 

 
 

佐
久
間
照
子
・
岡
本
ひ
さ
子
・
堀
内
き
ぬ
子 

 

野
田
若
生
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 
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